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～ １．実証実験概要  ～ 

１ 

（１）実証実験の目的 

 岩見沢市民における公共交通の利便性向上のため、市内を運行する路線バスの問題点の解決、市民

ニーズに即したバスサービス水準の検討に向け、中央バス路線「栄町線」における最終時間帯の繰り下

げの実証実験を実施し、今後、岩見沢市内を運行する他バス路線における最終バス時間繰り下げの可能

性を検討することを目的とする。 

（２）実証実験期間 

 平成２８年１月８日（金）～２月２６日（金） 計８回 

 ※毎週金曜日のみ運行 

（３）実証実験の利用実態把握調査の対象 

 中央バス路線「栄町線」における運行車両の利用者を対象 

（４）実証実験の利用実態把握調査の方法 

 調査員が実証実験の車両に乗車し、利用者を対象にヒアリング調査を実施 

 総利用者数：６１人 



～ １．実証実験概要  ～ 

２ 

（５）周知活動実績 

実施 
日時 

周知活動 
項目 

対象 備考 

1/1 新聞報道 全市民 プレス空知 

1/4～ 
パンフレット 

回覧 
沿線町会 
住民 

利根別地区協
（4町会） 
東地区協 
（7町会） 
新東地区協 
（7町会） 

1/4～ 
広報いわみざわ
に記事掲載 

全市民 

1/6 新聞報道 全市民 
道新 

(朝刊空知面) 

1/6 
 ～8 

パンフレット 
配布 

中央バス岩見
沢ターミナル

利用者 
600人 

1/8～ 
市ホームページ

に掲載 
全市民 

1/13 
 ～15 

パンフレット 
配布 

JR岩見沢駅利
用者 

400人 

実証 
実験 
実施日 
※毎週金
曜日 

パンフレット 
配布 

中央バス 
「栄町線」 

21：30 
（岩タ発） 
の利用者 

61人 



～ １．実証実験概要  ～ 

３ 

（６）実証実験の利用実態把握調査の項目 

【目視判断】 

（１）利用区間 

（２）性別 

（３）年代 

 

【ヒアリング項目】 

（１）実証運行を知ったきっかけ 

（２）利用回数 

（３）利用目的 

（４）乗り継ぎ（乗車前） 

（５）実証運行前の交通手段 

（６）今後の利用意向 

（７）最終バス時間繰り下げについて 

（８）職業 

 



４ 

～  ２．実証実験対象路線  ～ 

中央バス路線「栄町線」 



５ 

～  ３．調査結果  ～ 

凡例 
 

   １０人以上 
   ４～９人 
   １～３人 

夜間バス実証実験結果 

総利用者数 ６１人 

運行便数 ８便 

便利用者数 ７．６人/便 

運行日 利用者数
(21:30) 

利用者数 
(22:35) 

2016/1/8 ５人 １０人 

2016/1/15 １０人 ５人 

2016/1/22 １０人 ７人 

2016/1/29 ８人 １１人 

2016/2/5 １０人 ９人 

2016/2/12 ７人 ８人 

2016/2/19 １０人 ８人 

2016/2/26 ８人 ３人 
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1/15及び2/26について、
以下の理由により、利用者数
が減少していることが想定さ
れる。 

 
◆1/15 天候不良（吹雪） 
◆2/26 大学春休み 
◆2/26 大学2次試験 



６ 

◆性別は『男性』は約６割、『女性』は約４割となっている。 

◆年代は『20歳代』が約５割となっており、次いで『60歳代』が約２割となっている。 

◆職業は、『学生』が約４割、『会社員』が約３割となっている。 

～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果  ～ 

男

57%

女

43%

性別

(n=61)

10歳代

5%

20歳代

46%

30歳代

6%

40歳代

7%

50歳代

15%

60歳代

16%

70歳代

5%

年代

(n=61)

公務員

8%

会社員

31%

パート・ア

ルバイト

3%

学生

38%

主婦

12%

無職

8%

職業

(n=61)



10.9%

35.9%

3.1%

32.8%

9.4%

7.8%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

ポスター

車内掲示

口コミ

パンフレット配布

回覧板

新聞

その他

実証運行を知ったきっかけ (n=61)

◆実証運行を知ったきっかけは、「車内掲示」が約４割となっており、その他、「パンフレッ 

 ト配布」が約３割となっている。 

◆利用回数は「はじめて」が約８割、利用目的は全目的が「帰宅」となっている。 

７ 

～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果  ～ 

はじめて

77%

2回以上

23%

利用回数

(n=57)

帰宅

100%

利用目的

(n=61)



3.3%

0.0%

18.0%

0.0%

0.0%

73.8%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

特になし

自家用車（運転）

自家用車（送迎）

ＪＲ

路線バス

タクシー

その他

実証運行実施前の交通手段

(n=61)

◆実証運行実施時における乗車前の交通手段は「ＪＲ」からの乗り継ぎは約４割、「その他 

 （高速いわみざわ号）」は約2割であった。 

◆実証運行実施前の交通手段は、「タクシー」の利用が約７割、「自家用車（送迎）」が約２ 

 割となっている。 

８ 

～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果  ～ 

特になし

41%

ＪＲ

44%

その他

15%

実証運行実施時の乗り継ぎ

（実証運行便乗車前）

(n=61)

高速いわみざわ号

からの乗り継ぎ

（札幌～岩見沢間）



◆最終バス時間帯の繰り下げについて、「継続して欲しい」が９割以上となっている。また、 

 「他の曜日も運行して欲しい」が約５割となっている。 

※ターミナルで行ったヒアリング調査では、実証実験を希望する他の路線として、「かえで団 

 地線」「三笠線」等が挙げられている 

◆今後の利用意向は、９割以上が利用すると回答している。 

※実証実験の利用者から、運賃の増額をしてでも利用したいとの声があった。 

 

９ 

～  ４．実証実験の利用実態把握調査結果  ～ 

毎回利用

する

21%

たまに利

用する

76%

利用しな

い

3%

今後の利用意向

(n=61)

93.4%

49.2%

3.3%

1.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

継続して欲しい

他の曜日も運行して欲しい

他の路線にも拡大して欲しい

特に必要ない

その他

最終バス時間繰り下げ

(n=61)



◆利用ニーズに応じた運行内容の見直し 

・総利用者数は６１人（便当たり利用者数：７．６人/便）であった 

・利用が多い区間は、中心市街地内～団地区間であった 

・実証実験の利用者から、運賃の増額をしてでも利用したいとの声があった 

◆継続実施を望む要望 

・「タクシー」や「自家用車（送迎）」からの転換が多い 

・運行を「継続して欲しい」や「他の曜日も運行して欲しい」とした継続の声がある 

・ターミナルで実施した周知活動では「他の路線にも拡大して欲しい」との声がある 
 

１０ 

～ ４．まとめ  ～ 



１１ 

◆運行曜日及び適切な運行車両等の検討 

 ・本実証運行では、家族などによる送迎やタクシーの利用からバスへの転換は見られたが、 
 自ら自家用車を運転することからの転換は見られなかった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※他路線でも、増発便の要望があることから、導入する路線についても継続的に検討 

～ ５．今後の課題  ～ 

要因 

毎週金曜日のみの運行 
常時、運行時間帯の遅いバスを利用

できる環境になかった 

常時、運行時間帯の遅いバスを利用できる環境にある場合 

「自家用車（運転）」から路線バスの利用に転換すると推察 

他の曜日についても運行を行うことを継続的に検討 

・本実証実験では7.6人/便の利用者 
・一方で最大利用者数は11人/便 

ワゴン車両などの運行車両、運行主体、運賃等
について継続的に検討 



  

 

 

 

 

 

１２ 

～ 参考資料  ～ 

通勤者のうち帰宅交通手段に影響があると 
回答した方の現交通手段 

15.8%

15.0%

25.9%

24.8%

17.8%

21.4%

40.5%

38.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

岩見沢東地区(n=247)

岩見沢市全体(n=880)

かなり影響がある 影響がある あまり影響がない 影響がない

41.7％

39.8％

最終バスの運行時間帯が与える 
帰宅手段選択への影響 

通勤者の 
交通手段 

59.8%

56.2% 3.7%

18.6%

19.9%

4.9%

4.6%

2.9%

2.0%

3.9%

4.0%

1.0%

2.3%

5.9%

4.0%

2.9%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

岩見沢東地区(n=102)

岩見沢市全体(n=347)

公務員・会社員 自営業 パート・アルバイト
高校生 専門学校生 大学生
主婦・主夫 無職 その他

帰宅交通手段に影響があると回答した方の職業 

6.3%

6.8%

12.5%

9.7%

0.5%

42.2%

47.3%

7.8%

6.8%

1.6%

0.5%

17.2%

18.8%

10.9%

7.7%

1.6%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

岩見沢東地区(n=64)

岩見沢市全体(n=207)

徒歩 自転車 自動二輪
自家用車（運転） 自家用車（送迎） タクシー
路線バス ＪＲ その他

51.6％

54.6％

29.6%

31.9%

14.8%

12.8%

48.1%

51.1%

7.4%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

岩見沢東地区(n=27)

岩見沢市全体(n=94)

現在の交通手段 バスに転換 バスも利用 その他

62.9％

63.9％

自家用車（運転）及び自家用車（送迎）、タクシー利用者
のうち運行時間帯の改善時のバス利用意向 

自家用車及び 

タクシー利用者の
バス転換意向 

職業 

出典：H26住民ニーズ把握アンケート調査・H26パーソントリップ調査 


